
学校番号 101 

令和３年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ（３単位） 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 新版「数学Ⅱ」新訂版 （実教出版） 

副教材等 スパイラル数学Ⅱ 新訂版（実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学を学習することにおいて留意することは，単に公式や定理を暗記して問題を解くだけではな

く，数学の用語・記号，公式，定理などを理解して身に付け活用することです。また，数学を学習

していく過程で，帰納的な考え方，演繹的な考え方など，数学特有の見方や考え方を学ぶことにな

ります。このような見方や考え方のよさを理解し，演習課題に繰り返し取り組み，何が本質である

かを見抜く力をつけることが大切です。 

 

２ 学習の到達目標 

方程式・式の証明、指数・対数および微分・積分について理解させ，基礎的な知識の習得と技能

の基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認

識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数学の論理や体系に

関心をもつとともに，

数学のよさを認識し，

それらを事象の考察

に積極的に活用して

数学的論拠に基づい

て判断しようとする。 

事象を数学的に考察し表

現したり，思考の過程を振

り返り多面的・発展的に考

えたりすることなどを通

して，数学的な見方や考え

方を身に付けている。 

事象を数学的に表

現・処理する仕方

や推論の方法など

の技能を身に付け

ている。 

数学における基

本的な概念，原

理・法則などを体

系的に理解し，知

識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

定期考査 

ワークプリント 

確認テスト 

定期考査 

ワークプリント 

確認テスト 

レポート 

定期考査 

ワークプリント 

確認テスト 

定期考査 

ワークプリント 

確認テスト 

レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

内 

容 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ １ 指
数
関
数
・対
数
関
数 

指
数
関
数 

 1．指数の拡張 

 2．指数関数 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 指数の拡張，累乗の考え方

に興味を示す。指数関数のグラ

フの図示に積極的に取り組む。 

b: 指数の拡張，累乗の考え方

がわかる。指数関数のグラフの

特徴がわかる。 

c:指数法則を用いて計算がで

きる。指数関数のグラフの増

加・減少の特徴を適切に活用で

きる。 

d: 指数が整数・有理数・無理

数のときにも指数法則が成り

立つことを理解している。指数

関数の性質を述べることがで

きる。 

定期考査 

ワークプリン

ト 

確認テスト 

対
数
関
数 

 1．対数とその性質 

 2．対数関数とそのグラフ 

 3. 常用対数 

○  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:対数の記号に慣れようとし

ている。対数の計算に進んで取

り組む。対数関数のグラフの性

質を捉えようとする。 

b: 指数関数のグラフとの関連

で対数を捉えられる。指数法則

と対数の定義から，対数の性質

がわかる。対数関数の性質をグ

ラフとの関連で捉えることが

できる。 

c: 指数関数のグラフとの関連

で対数を捉えられる。指数法則

と対数の定義から，対数の性質

がわかる。対数関数の性質をグ

ラフとの関連で捉えることが

できる。 

d: 対数の記号，底，真数の意

味を理解している。数の性質や

底の変換公式の活用方法を理

解している。対数関数の性質や

常用対数の活用方法を理解し

ている。 

定期考査 

ワークプリン

ト 

確認テスト 



２ 方
程
式
・式
と
証
明 

式
の
計
算 

 1．整式の乗法 

 2．二項定理 

 3．整式の除法 

 4. 分数式 

○  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:整式の乗法・除法，剰余の定

理，因数定理に関心を持ち，意

欲的に活用しようとする。分数

式の基本性質を使って，進んで

分数式の四則演算の計算をす

る。 

b:組合せの考えやパスカルの

三角形をもとに，二項定理(a

＋b)nの展開を論理的に考える

ことができる。既習の分数の基

本性質を理解し，一般の分数式

の計算に拡張できる。剰余の定

理の証明を理解し，その有用性

と因数定理との関連を見いだ

すことができる。 

c:分数式の計算手順を理解し，

その計算過程を表現できる。剰

余の定理を利用して，整式の割

り算に関する処理を行うこと

ができる。また，因数定理を利

用して，簡単な３次式の因数分

解を処理できる。 

d:3 次の乗法公式を用いて，展

開・因数分解ができる。分数式

の性質を用いて，分数のときと

同じようにして通分すること

ができる。整式の割り算に関し

て，商と余りの関係を理解し，

剰余の定理との関係を身につ

けている。 

定期考査 

ワークプリン

ト 

確認テスト 



２ 方
程
式
・式
と
証
明 

複
素
数
と
方
程
式 

 1．複素数 

 2．2 次方程式 

 3. 因数定理 

 4. 高次方程式  

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:方程式の解と数の範囲の拡

張に興味を示す。複素数の四則

計算に関心を示し，その計算に

意欲的に取り組む。２次方程式

の解の判別式を積極的に利用

しようとする。解と係数の関係

および２次式の因数分解との

関連の理解に取り組む。高次方

程式の解法に積極的に取り組

む。 

b:有理数から実数への数の拡

張と同様にして，実数から複素

数への数の拡張の関連がわか

る。複素数は四則計算について

閉じていることを見いだせる。

解の判別式のよさを考察する

ことができる。解と係数の関係

および２次式の因数分解との

関連がわかる。高次方程式の解

法では，複素数および因数定理

などの考え方を用いているこ

とがわかる。 

c:複素数を表現することがで

きる。複素数の四則計算ができ

る。２次方程式の解の判別式を

利用することができる。解と係

数の関係および２次式の因数

分解ができる。高次方程式の解

法を適切に利用することがで

きる。 

d:実数から複素数への拡張の

よさを理解している。２次方程

式の解と判別式との関係を理

解している。解と係数の関係お

よび２次式の因数分解の関連

を理解している。高次方程式の

解法では，複素数および因数定

理などの考え方を用いている

ことを理解している。 

定期考査 

ワークプリン

ト 

確認テスト 



 

２ 方
程
式
・式
と
証
明 

式
と
証
明 

３節 式と証明 

 1．等式の証明 

 2．不等式の証明 

○  

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:恒等式と方程式の違いに関

心を示す。証明のさまざまな問

題に積極的に取り組もうとす

る。不等式の証明に積極的に取

り組もうとする。相加平均と相

乗平均の大小関係に興味を示

す。 

b:恒等式の条件を見いだせる。

等式の証明における論理性が

わかる。不等式の証明の論理性

がわかる。相加平均と相乗平均

の大小関係では，不等式の証明

が深くかかわっていることが

わかる。 

c:恒等式の問題では，適切に条

件を利用することができる。等

式の証明を論理的に表現でき

る。不等式の証明を論理的に表

現できる。相加平均と相乗平均

の大小関係を適切に活用する

ことができる。 

d:恒等式の考え方を理解して

いる。等式の証明方法を理解し

ている。不等式の証明方法を理

解している。相加平均と相乗平

均の大小関係に関わる条件を

述べることができる。 

定期考査 

ワークプリン

ト 

確認テスト 

２ 微
分
法
と
積
分
法 

微
分
係
数
と
導
関
数 

 1．平均変化率と微分係数 

 2．導関数 

 3．接線の方程式 

○  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:平均変化率，瞬間の速さ，極

限値，微分係数の関係に興味を

示す。導関数の計算に進んで取

り組む。 

b:平均変化率，瞬間の速さ，極

限値，微分係数の関係がわか

る。導関数の計算を通して，微

分法の考え方がわかる。 

c: 微分係数の定義がわかり，

求めることができる。導関数の

定義がわかり，微分することが

できる。 

d:平均変化率，瞬間の速さ，極

限値，微分係数を理解してい

る。微分係数と導関数の関係が

わかる。 

定期考査 

ワークプリン

ト 

確認テスト 



２ 微
分
法
の
応
用 

 1．関数の増減と極大・極小 

 2．導関数のいろいろな応用 

○  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 微分係数の図形的意味に興

味を示す。導関数を利用してグ

ラフをかくことに積極的に取

り組む。関数の最大・最小や方

程式・不等式の応用に積極的に

取り組む。 

b: 微分係数と接線の傾きとの

関係がわかる。導関数の符号か

ら極大・極小がわかる。導関数

を利用して，関数の最大・最小

を考えることできる。 

c: 微分係数と接線の傾きとの

関係がわかる。導関数の符号か

ら極大・極小がわかる。導関数

を利用して，関数の最大・最小

を考えることできる。 

d: 微分係数の図形的意味を理

解し，接線の傾きとの関連がわ

かる。導関数の符号と関数の増

加・減少を理解し，グラフがかけ

る。 

定期考査 

ワークプリン

ト 

確認テスト 



 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方  

c:数学的な技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

３ 微
分
法
と
積
分
法 

 

積
分
法 

 1．不定積分 

 2．定積分 

 3. 定積分と面積 

○  

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

a: 微分の逆演算としての不定

積分に興味を示す。定積分の公

式を進んで利用しようとする。 

定積分により図形の面積が求

まることに関心を示す。いろい

ろな図形の面積を求めること

に積極的に取り組む。 

ｂ: 微分の逆演算としての積

分の考え方がわかる。定積分の

公式を導く過程がわかる。・図

形の面積と定積分が深く関わ

っていることがわかり，その考

え方がわかる。２曲線の間の面

積を求める原理がわかる。 

c：不定積分の公式を利用して

解くことができる。定積分の公

式を利用して解くことができ

る。定積分を用いて，いろいろ

な図形の面積を求めることが

できる。定積分を正しく計算す

ることができ，いろいろな場面

に対応できる。 

ｄ：不定積分の公式の導き方や

使い方を理解している。定積分

の公式の導き方や使い方を理

解している。図形の面積と定積

分との関係を理解している。２

曲線の間の面積を求める公式

を正しく利用することができ

る。 

定期考査 

ワークプリン

ト 

確認テスト 


